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梗
概 

 

高
校
生
の
後
藤
哲
哉
（1

7

）
はH

S
P

気
質
の
持
ち
主

で
あ
り
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら
「
ビ
ビ
り
」
と
か
ら

か
わ
れ
る
日
々
を
送
る
。 

 

生
き
づ
ら
さ
ゆ
え
に
人
間
関
係
や
進
路
に
悩
む
中
、

そ
の
鬱
憤
を
晴
ら
す
か
の
よ
う
に
後
藤
の
脳
内
で
は

妄
想
が
炸
裂
す
る
。 

 

 

妄
想
の
世
界
で
は

H
S

P

は
サ
イ
コ
パ
ス
の
上
位
互

換
で
あ
る

H
Y

P
E

R
-

（P

）S
Y

C
H

O
-P

A
S

S

と
化
し

て
お
り
、
後
藤
は
捕
食
者
と
し
て
殺
戮
の
限
り
を
尽

く
し
て
い
た
。 

      



《
登
場
人
物
》 

 

後
藤
哲
哉
（1

7

） 

高
校
生 

望
月
莉
奈
（1

7

） 
 

後
藤
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト 

 

曽
我
部
（1

7

） 

後
藤
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト 

り
こ
（1

6

） 
後
藤
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト 

横
山
（1

7

） 

後
藤
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト 

愛
菜
（1

7

） 

後
藤
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト 

後
藤
律
子
（4

0

） 

後
藤
の
母 
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○
高
校
・2

年

A

組

の
教
室
前
（
放
課
後
） 

 
 

曽
我
部
（1

7

）
、
り
こ
（1

7

）
、
横
山
（1

6

）
、
愛

菜
（1

7

）
、

だ
べ
っ
て
い
る
。 

曽
我
部
「
（
枯

れ
た
声
で
）
あ
ー

マ
ジ

腹
立

つ
わ
」 

り
こ
「
な
に
？
」 

曽
我
部
「
後
藤
」 

横
山
「
後
藤
が
ど
う
か
し
た
？

」 

曽
我
部
「

い
や
、
今
日
さ
体
育

の
授
業
で

野
球
や
っ

て
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で

俺
と
ア
イ
ツ
が
審
判

や
る
こ
と

に
な
っ
た
ん
だ
け
ど

、
ア
イ
ツ

、
全
然
声
出

さ
ね
え

か
ら
出
せ
っ
て

キ
レ

た
ら
泣
い
て
や
が
ん
の

」 

り
こ
「
審
判
？ 

だ
か
ら

声
枯

れ
て
ん
の
？

」 

曽
我
部
「

い
や
、
泣

く
と
か
キ
モ
い
だ
ろ
」 

愛
菜
「
後
藤
っ
て

H
S

P

じ
ゃ
な
い
？
」 

り
こ
「
そ
れ
な
ん
だ
っ
け

」 

横
山
、
ス
マ
ホ

を
い
じ
る
。 

「H
S

P

」
と
検
索

す
る
。 

 

○
テ
ロ
ッ
プ 

「H
S

P
 

H
ig

h
ly

 S
e

n
s

itiv
e

 P
e

r
s

o
n

の
略
。
感
受
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性
が
強
く
、
ス
ト
レ
ス
や
不
安

を
抱

え
や
す
い
性
質

を
持
っ
た

人
々
」 

 

○
（
戻
っ
て
）2

A

教
室
前 

 
 

横
山
、
ス
マ
ホ

を
手
に
し
て
画
面
内
の

文
字
を

読
み
上
げ
て
い
る
。 

横
山
「
刺
激
に
弱
く
、
光
や
音

に
敏
感
。
人
目
が
苦

手
。
人
間
関
係

に
悩

み
や
す
く

、
生

き
づ
ら
さ
を

感

じ
や
す
い…

マ
ン
ボ
ウ
み
た
い
だ
な

」 

り
こ
「
え
。
私

H
S

P

か
も
」 

横
山
「
ま
た
ま
た
ー
」 

り
こ
「
（
横
山

を
睨
む

）
」 

愛
菜
「
ね
。
知
っ
て
た
？ 

H
S

P

の
人
っ
て

飲
食
店

に
一
人
で

入
れ
な
い
ら
し
い
よ

」 

り
こ
「
（
後
藤
を
真
似

て
）
ご
、
ご
ご
後
藤
で
す
。
あ

っ
、
あ
っ
、
あ
っ
、

ラ
、
ラ
ー
メ
ン
、
ひ
、

一
つ
、

く
、
く
だ
さ
い
」 

愛
菜
「
似

て
る
ー
（
と
笑
う
）
」 

横
山
「
で
も
一
蘭
な
ら
い
け
ん
じ
ゃ
ね
？

」 

り
こ
「
一
蘭
？
」 
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○
一
蘭
・
店
内 

 
 

仕
切

り
の
つ
い
た
カ
ウ
ン
タ
ー

席
。 

後
藤
哲
哉
（1

7

）
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に

座
り
、
ボ
ー

ル
ペ
ン
で

オ
ー
ダ
ー

用
紙
に
ラ
ー
メ
ン
の

好
み
を
記

入
し
て
い
る
。 

横
山
の
声
「
一
蘭
っ
て
の
は
、

店
員
に
話

し
か
け
ず

に
ラ
ー
メ
ン
を
注
目

で
き
る
斬
新
な
ラ
ー
メ
ン
屋
」 

後
藤
、
カ
ウ
ン
タ
ー

に
つ
い
た

呼
び

出
し
ボ
タ

ン
を
押
す
。 

カ
ウ
ン
タ
ー
の

奥
か
ら
店
員
、
や
っ
て
く
る
。 

後
藤
、
記
入
し
た
用
紙
を

無
言
で
店
員
に
差
し

出
す
。 

  
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

  
 

後
藤
、
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
て
い
る
。 

愛
菜
の
声

「
お
か
わ
り
す
る
と
き
は

？
」 

 
 

後
藤
、
替
え
玉

プ
レ
ー
ト

を
手
に
取

り
、
呼
び

出
し
ボ
タ
ン
の
上
に

置
く
。 
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店
内

に
チ
ャ
ル
メ
ラ

が
響

く
。 

店
員
、
や
っ
て
く
る
。 

横
山
の
声
「
プ
レ
ー
ト
を
お
く
と
チ
ャ
ル
メ
ラ
が
流

れ
て
店
員

が
や
っ
て
く
る

シ
ス
テ
ム

に
な
っ
て
る

」 

 

○
（
戻
っ
て
）2

A

教
室
前 

愛
菜
「
て
か
何
の
話

だ
っ
け
？
」 

り
こ
「
（
後
藤
の
真
似
）
ラ
、
ラ
、
ラ
ー
メ
ン

く
だ
さ

い
！
」 

愛
菜
「
し
つ
こ
い
（
と
笑
う
）
」 

り
こ
「
う
ち
ら
、
明
日
か
ら
後
藤
の
こ
と

一
蘭
っ
て

呼
ば
な
い
？
」 

横
山
「
い
や
い
や
、

ア
イ
ツ
が

一
蘭
い
っ
て
る
と
は

限
ら
な
い
で
し
ょ
」 

曽
我
部
「…

な
ん
か

腹
へ
っ
て
き
た

な
」 

横
山
「
確

か
に
」 

 
 

平
井
（1

7

）
、
や
っ
て
く
る
。 

り
こ
「
お
せ
ー
！
」 

平
井
「
わ
り
。
先
輩

に
捕
ま
っ
て
て

」 

曽
我
部
「

い
く
ぞ
」 
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曽
我
部
た
ち
、

歩
い
て
い
く
。 

 
 

曽
我
部
、
立
ち

去
り
際
、 

 

曽
我
部
「
（
叫

ぶ
）
後
藤
腹
立

つ
わ
ー
！
」 

 
 

と

2
A

教
室
を
見
て
ニ
ヤ
リ
と
笑
う
。 

 

○
同
・2

A
教
室 

 
 

後
藤
、
学
生
鞄

を
抱
き
か
か
え
、
身

を
隠
す
よ

う
に
佇
ん
で
い
る
。 

 

○
後
藤
家

・
外
観
（
夜
） 

 

○
後
藤
家
・
後
藤
の

部
屋 

 
 

後
藤
、
机
で
勉
強
を
し
て
い
る
。 

 
 

後
藤
、
た
め
息

を
つ
く
。 

 
 

後
藤
、
ペ
ン
を
お
く
。 

 
 

後
藤
、
机
の
引

き
出
し
を

開
け
る
。 

 
 

引
き

出
し
の
中

に
ナ
イ
フ
、
ピ
ス
ト
ル
、
手
榴

弾
、
な
ど

数
々
の
武
器
。 

 
 

後
藤
、
ラ
イ
フ
ル
を
取
り

出
す
。 

 
 

後
藤
、
ラ
イ
フ
ル
を
持
ち
、
ベ
ラ
ン
ダ

の
窓
を
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開
け
る
。 

 

○
同
・
ベ
ラ
ン
ダ 

 
 

後
藤
、
寝

そ
べ
っ
て

ラ
イ
フ
ル
を

構
え
て
い
る
。 

 
 

後
藤
、
引

き
金

に
指
を
あ
て
る
。 

 

○
ラ
イ
フ
ル
の
レ
ン
ズ
の
中 

 
 

酔
っ
ぱ
ら
い
、

歩
い
て
い
る
。 

 
 

直
後
、
酔
っ
払

い
の
胸
に

銃
弾
が
命
中

す
る
。 

 
 

酔
っ
ぱ
ら
い
、

血
を
流
し
て
倒
れ
る
。 

 

○
高
校
・
昇
降
口
（
翌
日
・
朝
） 

 
 

曽
我
部
、

上
履

き
を
は
い
て
い
る
。 

 
 

横
山
、
や
っ
て
く
る
。 

曽
我
部
「

お
う
」 

横
山
「
今
日
の
柔
道
だ
り
い
。
一
緒
に
バ
ッ
ク
レ
ね
？
」 

 
 

曽
我
部
、
周
り
を
見
渡
す
。 

 
 

曽
我
部
と
横
山
以
外

、
人
影
が
な
い
。 

曽
我
部
「
（
怪
訝
そ
う
に
）…

な
ん
か

変
じ
ゃ
ね
？
」 
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○
同
・2

A

教
室 

 
 

曽
我
部
、
横
山
、
入
っ
て
く
る
。 

 
 

後
藤
、
ひ
と
り

窓
際
に
立

っ
て
い
る
。 

曽
我
部
「…

？
」 

 
 

後
藤
、
曽
我
部

ら
の
ほ
う
へ
振
り
返

る
。 

後
藤
、
り
こ
の

生
首
を
手

に
し
て
い
る
。 

 
 

曽
我
部
ら
、
仰
天
す
る
。 

後
藤
「
（
叫
ぶ
）
曽
我
部

ー
ー
ー
ー
！
！
」 

 
 

後
藤
、
り
こ
の

生
首
を
放

り
投
げ
、

曽
我
部
の

ほ
う
へ
走

り
出
す
。 

 
 

曽
我
部
、

横
山
、
逃
げ
出

す
。 

 

○
同
・
ト
イ
レ 

 
 

曽
我
部
、

横
山
、
個
室
に

逃
げ
込
む
。 

横
山
「
ど
ど
ど
ど
う

う
な
っ
て
ん
だ

よ
？
！
」 

曽
我
部
「

け
、
警
察

に
連
絡
し
ろ
！
」 

 
 

横
山
、
ス
マ
ホ

を
取
り
出

す
。 

 
 

横
山
、
画
面
を

見
て
、 

横
山
「
え
っ
？
！
」 

曽
我
部
「

な
ん
だ
！ 

ど
う
し
た
？
！
」 
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横
山
「
い
や
、

昨
日
調
べ
て
た

ペ
ー
ジ…

」 

 

○
テ
ロ
ッ
プ 

「H
S

P
 

 
H

Y
P

E
R

-

（P

）S
Y

C
H

O
-

P
A

S
S

の
略
。

サ
イ
コ
パ
ス
の
上
位
互
換
。
人
間
を
捕
食

す
る
凶
暴

性
を
持
つ

」 

 

○
（
戻
っ
て
）

ト
イ
レ
の
個
室 

横
山
「
文
面
が
変
わ
っ
て
る…
」 

曽
我
部
「

と
に
か
く

警
察
だ
！
」 

 
 

外
か
ら
ド
ア
を

ガ
ン
ガ
ン

た
た
く
音

。 

曽
我
部
「

！
！
」 

 
 

ド
ア
、
破
壊
さ
れ
る
。 

 
 

金
属

バ
ッ
ド
を

持
っ
た
後
藤
が
立
っ
て
い
る
。 

 
 

曽
我
部
、

横
山

の
背
中
を

押
す
。 

押
さ
れ
た

横
山
、
後
藤
と

接
触
す
る
。 

 
 

曽
我
部
、

そ
の

隙
に
個
室

か
ら
逃
げ

出
す
。 

横
山
「
曽
我
部
！ 

ま
、
待
っ
て
く
れ
！
」 

 
 

後
藤
、
横
山
に

バ
ッ
ド
を

振
り
上
げ
る
。 

 
 

横
山
、
尻
餅
を
つ
く
。 
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横
山
「
（
悲
鳴
）
」 

 

○
同
・
廊
下 

 
 

逃
げ
る
曽
我
部
。 

 
 

後
藤
、
ト
イ
レ

か
ら
ゆ
っ
た
り
と
出

て
く
る
。 

 

○
同
・
ト
イ
レ

の
個
室 

 
 

横
山
、
血
を
流

し
て
絶
命

し
て
い
る
。 

 

○
同
・
廊
下 

 
 

曽
我
部
、

愛
菜

と
鉢
合
わ
せ
す
る
。 

愛
菜
「
ど
し
た
？
」 

曽
我
部
「

ヤ
バ
い
！ 

逃
げ
ろ
？
！
」 

愛
菜
「…

？
」 

 

○
同
・
校
舎 

 
 

曽
我
部
、
逃
げ
て
い
る
。 

 
 

と
、

空
か
ら
巨
大
な
塊
が

落
ち
て
く
る
。 

 
 

愛
菜

の
死
体
だ
。 

 
 

曽
我
部
、
腰
を

抜
か
す
。 
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後
藤
が

4

階
の

教
室
の
窓

か
ら
顔
を

出
す
。 

後
藤
「
曽
我
部
！
」 

 
 

曽
我
部
、
何
と
か
立
ち
上

が
る
。 

後
藤
「
曽
我
部
！
」 

 
 

曽
我
部
、

逃
げ

出
す
。 

後
藤
「
そ

が…

」 

国
語
教
員

の
声
「
（
被
さ
る
よ
う
に
）

後
藤
！
」 

 

○
同
・
教
室 

 
 

後
藤
、
ビ
ク
リ

と
す
る
。 

 
 

国
語
教
員
、
後
藤
を
見
て
、 

国
語
教
員
「
後
藤
。

意
識
が
飛

ん
で
た
ぞ

」 

 
 

周
り
か
ら

失
笑

が
起
こ
る
。 

国
語
教
員
「1

5
0

ペ
ー
ジ

を
開

い
て
続
き
を

読
む
よ

う
に
」 

 
 

後
藤
、
慌
て
て

立
ち
上
が
る
。 

 
 

後
藤
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
な
が
ら
教
科
書
を
め

く
る
。 

後
藤
「
（
ぼ
そ
ぼ
そ
と

）
わ
、
私

は
今
に
も

変
が
あ
り

そ
う
な…

病
室
を
退

い
て
ま
た

先
生
の
手
紙

を
読
も
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う
と
」 曽

我
部
、
わ
ざ
と
ら
し
く

咳
払
い
を
す
る
。 

後
藤
「
（
ぼ
そ
ぼ
そ
）
し
か
し
私

は
す
こ
し
も

寛
し
た

気
分
に
な
れ
な
か
っ
た
。

机
の

前
に
坐
る
や…

」 
曽
我
部
「
聞
こ
え
ま
せ
ー
ん
」 

 

後
藤
、

ま
す
ま
す

声
が
小
さ
く
な
る
。 

  
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 

国
語
教
員
「
今
日
は
こ
こ
ま
で
」 

 
 

国
語
教
員
、
去

る
。 

 
 

後
藤
、
う
つ
む
い
て
い
る
。 

声
「
こ
れ
、
落
ち
て
た
け
ど

後
藤

く
ん
の
消

し
ゴ
ム
？
」 

 
 

後
藤
、
顔

を
上

げ
る
。 

 
 

莉
奈
（1

7

）
が

立
っ
て
い
る
。 

 
 

莉
奈
、
消
し
ゴ
ム
を
後
藤

の
机
に
置

く
。 

後
藤
「
あ
っ
」 

 
 

後
藤
、
頭

を
下

げ
る
。 

莉
奈
「
声
、
私
は
ぜ
ん
ぜ
ん
聞

こ
え
た
け
ど
」 

後
藤
「…

」 
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○
同
・
柔
道
場 

 
 

男
子

生
徒
ら
、

柔
道
着
を

着
て
い
る
。 

 
 

生
徒

1

と
生
徒

2

が
組
み

合
っ
て
い
る
。 

 
 

生
徒

1

、
生
徒

2

を
投
げ
飛
ば
す
。 

体
育
教
員
「
次
！
」 

 
 

後
藤

と
生
徒

3
、
立
つ
。 

 
 

後
藤

と
生
徒

3

、
向

か
い
合
う
。 

体
育
教
員
「
は
じ
め
！
」 

 
 

後
藤
、
あ
っ
け
な
く

投
げ

飛
ば
さ
れ
る
。 

 

○
同
・
昇
降
口
（
放
課
後
） 

 
 

帰
宅

す
る
生
徒

た
ち
。 

 

○
電
車
内 

 
 

後
藤
、
ス
マ
ホ

を
い
じ
っ
て
い
る
。 

母
か
ら
以
下
の

L
IN

E

。 

「
仕
事
で

夜
遅
く
な
る
か
ら
晩

ご
飯
な
ん
か

適
当
に

食
べ
て
」 

 
 

後
藤
、L

IN
E

を
閉
じ
る
。 
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ホ
ー
ム
画
面
に

一
蘭
の
ア
プ
リ
ア
イ
コ
ン
。 

後
藤
「
（
ア
イ
コ
ン

を
見
つ
め
て
）…

」 
 

 

 

○
駅
前 

 
 

後
藤
、
と
ぼ
と
ぼ
歩
い
て
い
る
。 

 
 

ス
マ
ホ
歩
き
を
す
る

通
行
人
、
後
藤

に
ぶ
つ
か

る
。 

通
行
人
「
（
舌
打
ち
）
」 

後
藤
「
（
頭
を
下
げ
る
）
」 

 
 

後
藤
、
足

を
止

め
る
。 

 
 

後
藤

の
視
線
の

先
に
一
蘭

の
看
板
。 

後
藤
「…

」 

 

○
一
蘭
・
店
内 

 
 

後
藤
、
入

っ
て
く
る
。 

後
藤
、
カ
ウ
ン
タ
ー

席
に

座
る
。 

後
藤
、
オ
ー
ダ
ー
用
紙
を

眺
め
、 

後
藤
「
（
地
響

き
す
る

声
で
）
味

の
濃

さ
基
本

！ 

こ

っ

て

り

ど

超

こ

っ

て

り

！ 

に

ん

に

く

少

な

め

！ 

ね
ぎ
青
ね
ぎ
！ 

チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
あ
り
！ 

秘
伝
の
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た
れ

1
0

倍
！ 

麺
の
固
さ
超
か
た
！
」 

店
員
、
カ
ウ
ン
タ
ー

越
し
に
や
っ
て
き
て
、 

店
員
の
声
「
ご
注
文
承
り
ま
し
た
。

少
々

お
待
ち
く

だ
さ
い
」 

 
 

後
藤

、
座
っ
た
ま
ま
、 

後
藤
「
三
人
ヤ
っ
た
！
」 

 
 

他
の

カ
ウ
ン
タ
ー
席
か
ら

客

1

ら
が

顔
を
覗
か

せ
、
後
藤

の
ほ
う
を

見
る
。 

客

1

「
お
お
！
」 

客

2

「
さ
す
が

後
藤
さ
ん
だ
！
」 

客

3

「
後
藤

さ
ん
は
俺
た
ち

H
S

P

の
中
で
も

最
強
の

男
！
」 

後
藤
「
（
横
山

を
真
似
て
）
ひ
ひ
ひ
ひ
ひ
ひ
ぃ
ー
ー
」 

客
ら
「
（
笑
う
）
」 

後
藤
「
残

り
は
曽
我
部
だ
！
」 

客

1

「
曽
我
部

の
奴
、
風

の
噂

じ
ゃ
後
藤

さ
ん
に
恐

れ
を
な
し
て
町
を
飛

び
出
し
た
ら
し
い
！
」 

客

2

「
マ
ン
ボ
ウ
み
た
い
な
奴
だ
な
！
」 

後
藤
「
（
叫
ぶ
）
い
い
か
！ 

絶
対
に

殺
す
な
！ 

生

け
捕
り
に
し
ろ

！
」 
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×
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 

  
 

後
藤
、
麺
を
貪

っ
て
い
る
。 

 
 

後
藤
、
食

べ
終

え
る
。 

 
 

後
藤
、
替

え
玉

プ
レ
ー
ト

を
眺
め
、 

後
藤
「
（
チ
ャ
ル
メ
ラ

を
口
ず
さ
む
）
ト
ゥ
ル
ル
ー
ル

ル
、
ト
ゥ
ル
ル
ル
ル
ル
ー
！ 

ト
ゥ
ル
ル
ー
ル
ル
」 

 

○
後
藤
家
・
後
藤
の

部
屋
（
夜
） 

 
 

後
藤
、
勉
強
机

で
ス
マ
ホ

を
見
て
い
る
。 

 
 

ス
マ
ホ
画
面
に

一
蘭
の
ア
プ
リ
。 

 
 

「
半
替
え
玉
引

き
換
え
券

を
取
得
し
ま
し
た
」

の
ポ
ッ
プ

が
出
る
。 

 
 

と
、

ノ
ッ
ク
の

音
。 

 
 

律
子
（4

0

）
、
入
っ
て
く
る
。 

律
子
「
た
だ
い
ま
」 

後
藤
「…

何
？
」 

律
子
「
ご

飯
何
か
食

べ
た
？
」 

後
藤
「
う
ん
」 
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律
子
「
何
食
べ
た
の
？
」 

後
藤
「…

ラ
ー
メ
ン

だ
け
ど
」 

律
子
「
ラ
ー
メ
ン
か
。
醤
油
？ 

味
噌
？ 

お
母
さ

ん
も
夜
ご

飯
ラ
ー
メ
ン
に
し
よ
う
か
な
」 

後
藤
「…

な
ん
の
用

だ
よ
？
」 

律
子
「
あ
ー
そ
う
だ
。
今
度
の

三
者
面
談
、

お
母
さ

ん
も
仕
事
休
ん
で
い
く
か
ら
」 

後
藤
「…

別
に
い
い
よ
。
こ
な
く
て
」 

律
子
「
そ
ん
な
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。

た

ぶ
ん
進
路

の
こ
と
聞

か
れ
る
か
ら
、

何
話

す
か
ち
ゃ

ん
と
考
え
と
き
な
さ
い
よ

。
ち
ゃ
ん
と

考
え
て
る
？
」 

後
藤
「…

」 

 

○
高
校
・
昇
降
口
（
数
日
後
・
朝
） 

 
 

生
徒

ら
、
登
校

し
て
い
る
。 

 

○
同
・
教
室 

 
 

後
藤
、
国
語
の

授
業
を
う
け
て
い
る
。 

国
語
教
員
「
田
辺
」 

 
 

田
辺
、
教
科
書

を
手
に
立

ち
上
が
る
。 
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田
辺
「
（
読
み
上
げ
る
）
私
は
ま
た
病
室
を

退
い
て
自

分
の
部
屋

に
帰
っ
た
。
そ
こ
で

時
計
を
見

な
が
ら
、

汽
車
の
発
着
表

を
調

べ
た
。
私

は
突
然
」 

後
藤
「
聞

こ
え
ね
え
」 

田
辺
「…

私
は
突
然
立
っ
て
」 

後
藤
「
聞

こ
え
ね
え
っ
て
い
っ
て
ん
だ
！
」 

田
辺
「…

私
は
」 

後
藤
「
聞

こ
え
ね
え
っ
て
い
っ
て
ん
だ
よ
！
」 

 
 

田
辺
、
涙
ぐ
ん
で
座
る
。 

国
語
教
員
「
次
。
広
瀬
」 

 
 

莉
奈
、
立

つ
。 

莉
奈
「
（
静
か
に
読
み

上
げ
る
）
私
は
突
然

立
っ
て
帯

を
締
め
直

し
て
、
袂

の
中
へ
先
生
の
手
紙

を
投
げ
込

ん
だ
。
そ
れ
か
ら
勝
手
口

か
ら

表
へ
出
た
。

私
は
夢

中
で
医
者

の
家
へ
馳

け
込
ん
だ
。
私
は
医
者

か
ら
父

が
も
う
二
、
三
日
保

つ
だ
ろ
う
か
、
そ
こ
の
と
こ
ろ

を
判
然
聞

こ
う
と
し
た
」 

国
語
教
員
「
は
い
」 

 
 

莉
奈
、
座

る
。 

国
語
教
員
「
次
。
本
間
」 
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本
間
、
立

つ
。 

本
間
「
（
ハ
キ
ハ
キ
と

読
み
上
げ
る
）
注
射

で
も
何
で

も
し
て
、

保
た
し
て
く
れ
と
頼

も
う
と
し
た
。
医
者

は
」 

後
藤
「
聞

こ
え
ね
え
」 

 

○
同
・
図
書
室

（
昼
休
み
） 

 
 

後
藤
、
本
棚
の

前
に
立
っ
て
い
る
。 

 
 

後
藤
、
一
冊
の

本
を
手
に
す
る
。 

 
 

本
の

表
紙
に
以
下
の
タ
イ
ト
ル
。 

 
 

「H
S

P

に
向
い
て
い
る

職
業
」 

 
 

後
藤
「…

」 

 
 

後
藤
、
本

を
広

げ
る
。 

後
藤
「
（
読

む
）H
S

P

。
ハ
イ
パ
ー
サ
イ
コ
パ
ス
は
強

靱
な
メ
ン
タ
ル

と
人

を
人
と
も

思
わ
ぬ
残
虐
性
を
持

つ
こ
と
か
ら
テ
ロ
リ
ス
ト

の
適
性
が
あ
り
ま
す
」 

 

○
同
・
昇
降
口

（
放
課
後
） 

 
 

生
徒

ら
、
帰
宅

し
て
い
る
。 

 
 

一
人

の
生
徒
、

大
慌
て
で

駆
け
て
く
る
。 
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生
徒
「
柔
道
場

で
後
藤
が
暴
れ
て
る
ぞ
！
」 

 

○
同
・
柔
道
場 

 
 

後
藤
、
ラ
イ
フ
ル
を
乱
射

し
て
い
る
。 

 
 

後
藤
、
逃
げ
惑

う
生
徒
を

次
々
と
銃
撃

す
る
。 

 
 

後
藤
、
莉
奈
を

見
る
。 

 
 

後
藤
、
撃
た
ず
に
去
る
。 

莉
奈
「…

」 

 

○
電
車
内 

 
 

後
藤
、
立

っ
て
い
る
。 

 
 

電
車
、
と
ま
る
。 

 
 

ド
ア

の
前
で
若
者
が
た
む
ろ
し
て
い
る
。 

 
 

後
藤
、
若
者
た
ち
を

手
で

払
い
の
け
る
。 

後
藤
「
の
け
ッ
！
」 

 

○
駅
前 

 
 

後
藤
、
歩

い
て
い
る
。 

 
 

後
藤
、
立

ち
止

ま
る
。 

 
 

後
藤
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
煙
草
と
ラ
イ
タ
ー
を
取
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り
出
す
。 

 
 

後
藤
、
タ
バ
コ

に
火
を
つ
け
な
が
ら
、

一
蘭
の

看
板
を
見
上
げ
る
。 

 
○
一
蘭
・
店
内 

 
 

後
藤
、
入

っ
て
く
る
。 

 
 

後
藤
、
座

る
。 

後
藤
「
（
腹
か
ら
声
）
味
の
濃
さ

基
本…

」 

  
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

  
 

後
藤
、
麺

を
す
す
っ
て
い
る
。 

客

1

の
声

「
後
藤
さ
ん
！ 

い
る
か
！
」 

後
藤
「
な
ん
だ
！
」 

客

1

の
声

「
曽
我
部

が
見
つ
か
っ
た
ぞ
！
」 

 
 

後
藤
、
立

ち
上

が
る
。 

 

○
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

（
夜
） 

 
 

曽
我
部
、U

F
O

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

を
し
て
い
る
。 

 
 

じ
ゃ
が
り
こ
を

狙
っ
て
い
る
。 
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じ
ゃ
が
り
こ
、

落
ち
な
い
。 

曽
我
部
「

く
そ
っ
！
」 

声
「
曽
我
部
！
」 

 
 

曽
我
部
、
振
り

返
る
。 

 
 

後
藤

ら
、
立
っ
て
い
る
。 

 
 

曽
我
部
、
慌
て
て
逃
げ
出

す
。 

 

○
道 

 
 

曽
我
部
、
逃
げ
る
。 

 
 

後
藤

ら
、
追
う
。 

 
 

曽
我
部
、
追
い
つ
め
ら
れ
る
。 

曽
我
部
「

な
ぜ
だ
！ 

な
ぜ
俺

を
狙
う
？
！

」 

後
藤
「
俺

の
陰
口
を

叩
い
た
！
」 

曽
我
部
「

そ
れ
だ
け
で
！
」 

後
藤
「
お

前
に
は
俺

が
味
わ
っ
た
苦
し
み
と

同
じ
苦

し
み
を
与

え
て
や
る
！
」 

 
 

曽
我
部
、

フ
ェ
ン
ス

を
乗

り
越
え
る

。 

 
 

後
藤
、
両
手
を

前
に
突
き

出
す
。 

後
藤
「
地
球
も
ろ
と
も
吹
き
飛

べ
ー
！
！
！
」 

 
 

手
の
ひ
ら
か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
弾
を
放

つ
た
れ
る
。 
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フ
ェ
ン
ス

が
爆
発
す
る
。 

客

1

「
さ
す
が
は
後
藤
さ
ん
だ
！
」 

客

2

「
し
と
め
た
か
！
」 

 
 

炎
が

あ
が
る
中
、
逃
げ
る

曽
我
部
の

姿
。 

後
藤
「
（
舌
打

ち
）
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
つ
づ
く
） 


